






4，天板を広げ、天板ブラケットにポール先端を
差し込んでください。

※4箇所の挿し込み具合が均等になるように
調整してください。

各パーツは図のような収納⽅法でキャリーバッグに収まります。
天板を折りたたむ際は天板ブラケットが内側にくるように
してください。

キャリーバッグに天板を⼊れる際は、キャリーバッグを縦に置き、
天板の⽚側を奥まで⼊れてから、もう⽚側を⼊れると
収納しやくなります。
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脚部フレームは全パーツを各ジョイントに完全はめ込んで
からご使⽤ください。

左図のように、⼀部ジョイントへのはめ込みを怠った使⽤は
本体の転倒や怪我、パーツ破損の原因となり⼤変危険です。

＜注意事項＞




